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研究成果の概要（和文）：本研究は、民主化後の南アフリカにおける移民・難民の脆弱性克服と社会的統合の課
題を明らかにすることを目的に実施した。具体的には、同国最大の都市ジョハネスバーグに暮らすアフリカの４
カ国―マラウイ、ジンバブウェ、コンゴ民主共和国、ウガンダ―の出身者を中心に聞き取り調査を実施し、①南
アフリカへの移住の背景、②ジョハネスバーグでの生計活動、③出身国との関係、④コロナ禍の影響などについ
て調べた。コロナ禍を経て南アフリカの経済状況が悪化するなかで、同国社会への統合が以前よりも困難になっ
ていること、出身国への帰国を選択する移民や難民が出現し始めたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the challenges of overcoming the vulnerability 
and promoting social integration of migrants and refugees in post-apartheid South Africa. Through 
interviewing people from four African countries, Malawi, Zimbabwe, Democratic Republic of the Congo,
 and Uganda, who live in Johannesburg, the author has investigated (1) the background of their 
migration to South Africa, (2) their livelihood activities in Johannesburg, (3) their relationship 
with the countries of origin, and (4) the impact of the Covid-19 pandemic and lockdown policy on 
their lives. As the economic situation in South Africa worsened following the pandemic, social 
integration of migrants and refugees became more difficult. In this context, some migrants and 
refugees began to return to their countries of origin. 

研究分野： 南部アフリカ地域研究、国際関係論

キーワード： 南アフリカ　移民　難民　コンゴ民主共和国　マラウイ　コロナ禍
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
21世紀のグローバル化した社会において、国境を越えた人の移動は増加の一途を辿っており、新興国やリージョ
ナルな中心国が国際移動の新たなハブとなっている。本研究では、その一翼を担う南アフリカを事例に、アフリ
カ諸国出身移民・難民が直面する経済的脆弱性や外国人排斥（ゼノフォビア）の問題とそれを克服するための社
会的ネットワークの役割を考察することを通じて、社会の安定への貢献を目指している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 アフリカ大陸で突出した経済力を持つ南アフリカは、長らくアフリカ諸国からの移民・難民の
流入を制限していたが、アパルトヘイト末期に移民に関する人種制限を撤廃すると、大陸内にお
ける国際移動の新たな中心地となった。だが、国民内部に深刻な経済格差が存在し、高い失業率
の問題を抱える南アフリカにおいて、移民・難民の流入は、外国人に対する暴力的な排斥（ゼノ
フォビア）を引き起こすことになった。 
 
 民主化後の南アフリカにおけるゼノフォビアの増加については、さまざまな研究が行われて
いる。他方で、そもそもなぜ移民・難民が南アフリカを目指すのかや、移民・難民による経済活
動の実態、さらには出身国による違いなどについては、これまで十分に解明されてきているとは
言えない。また、南アフリカ社会における脆弱な地位を克服するための社会資本の存在や、移民・
難民がライフコースのなかで南アフリカへの移住をどう位置付けているのかについても十分な
検討は行われてはいない。 
  
２．研究の目的 
 本研究の目的は、民主化後の南アフリカにおける移民・難民の脆弱性克服と社会的統合の課題
を明らかにすることである。具体的には、民主化前後の時期から流入したアフリカ諸国からの移
民・難民を南部アフリカ諸国出身者（具体的にはジンバブウェ、マラウイ）とそれ以外のアフリ
カ諸国出身者（コンゴ民主共和国、ウガンダ）の 2 つのグループに分けたうえで、各グループが
南アフリカ社会のなかで占める位置や役割、直面している問題について考察する。さらに、移民・
難民としての脆弱性を克服し社会的統合を進めるために、彼（女）らがどのような法的・経済的・
社会的資源を持ち、それらの資源をいかに活用しているのかを検討する。 
 
３．研究の方法 
 南部アフリカにおける国際人口移動に関する先行研究レビューに加えて、本研究では、以下の
4つの聞き取り調査（いずれも半構造化インタビュー）を実施した。 
 
（1） 南アフリカの最大都市ジョハネスバーグ市のアフリカ系移民・難民の集住地区（Y地区）

におけるアフリカ諸国出身の移民・難民 160 名に対する聞き取り調査（2018～2019 年）。
この調査は、Y 地区に事務所を持つ移民・難民の当事者団体の支援を得て行ったもので、
①回答者の属性（国籍、性別、年齢、婚姻関係、家族構成、南アフリカ在住期間、在留
資格、出身国での就学・就労歴など）、②移動の理由（動機）と旅程、③南アフリカでの
経済活動、④アソシエーション活動、⑤送金などの出身国・家族とのつながり、⑥将来
の計画――の 6項目を中心にデータを収集した。 
 

（2） コロナ禍でのオンライン・インタビュー。新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延に
より、2020 年～2021 年度は海外渡航が制限されたため、ジョハネスバーグ市在住のマ
ラウイ、コンゴ民主共和国、ジンバブウェ出身者各 4 名に対して、オンラインで数回に
わたり、コロナ禍の生活状況についてインタビュー調査を実施した。ただし、ジンバブ
ウェ出身者については、ネット環境の脆弱性のために、現地の調査補助員を通じてのイ
ンタビュー調査となった。 

 
（3） 2018～2019 年のジョハネスバーグ市での聞き取り調査の協力者 160 名のうち 57 名に対

して、コロナ禍を経ての生活の変化とコロナ禍での経験に関するフォローアップ調査を
2023 年に実施した。 

 
（4） マラウイ北部における移民の出身村での聞き取り調査（2020 年、2022～2023 年）。南ア

フリカに暮らすマラウイ移民とマラウイに残る世帯との間の関係性、マラウイから南ア
フリカへの移住の歴史的背景について調査した。 

 
４．研究成果 
（1）ジョハネスバーグ市在住のアフリカ系移民・難民のなかで本研究が焦点を当てた 4 カ国（ジ
ンバブウェ、マラウイ、コンゴ民主共和国、ウガンダ）出身者への聞き取り調査からは、①マラ
ウイやジンバブウェの方が南アフリカへの移住の歴史が長いものの、現在は必ずしも同国への
定住を目的とする移民が多いというわけではないこと、②その理由として出身国との行き来が
可能であり、かつ実際に出身国と南アフリカとの間を頻繁に移動しているとともに、送金を通じ
た出身国社会への投資が行われていること、③出身国社会との結びつきは、南アフリカで生まれ
た子どもをジンバブウェやマラウイに送り返して教育を受けさせるという慣行にも見られるこ
と、④コンゴ民主共和国やウガンダ出身者には②、③のような行動がほぼ見られず、よって南ア
フリカへ定住する可能性が高く、統合の必要性が高いと考えられることが観察された。また、4



カ国のなかで最も考察を深めることのできたコンゴ民主共和国とマラウイについては、きわめ
て対照的な南アフリカへの国際移動の歴史的経緯や動機などが明らかになった。 
 
（2）コンゴ民主共和国から南アフリカへの国際移動は、1980 年代半ばに南アフリカが「外国人
管理法」を改正した後、両国間で正式な外交関係が樹立された 1990 年代初頭に始まった。それ
から 30 年のあいだに、南アフリカの民主化、ザイールの経済的混乱の深化、2 度のコンゴ戦争
などを経て、南アフリカには 6万人を超えるコンゴ人が居住するようになった。その多くはコン
ゴの紛争や迫害を逃れて南アフリカで庇護を申請した難民とその家族である。南アフリカは民
主化後に国際的な難民条約に初めて加盟し、国内における難民保護のための法的基盤を整えた。
2000 年代半ばまで、南アフリカの難民保護制度は比較的機能しており、難民法の下で難民認定
されるコンゴ人が多数存在した。難民認定を受けて一定期間が経過すれば、南アフリカでは最初
に永住権、次に市民権を申請することが可能である。しかしながら、南アフリカの難民認定制度
は 2000 年代末に多数のジンバブウェ人による申請があったことで機能不全に陥り、出身国にか
かわらず一様に難民認定率が低下した。結果、2000 年代以降に南アフリカに到着し、庇護を申
請したコンゴ人の間では、長期間にわたって難民認定されないまま、庇護申請者として生活する
ことを余儀なくされる人びとが多数を占めることになった。 
 
（3）本研究では、ジョハネスバーグで庇護申請者として不安定な在留資格で暮らすコンゴ人の
なかでも、とくに女性に焦点を当て、その生計活動と脆弱性の諸相について考察した。コンゴ人
女性のなかには、第 2次コンゴ戦争終了後も紛争の続く東部地域の出身者に加えて、政治的迫害
を理由に先に南アフリカに逃れたり、経済的機会を求めて先に移住したりした配偶者に呼び寄
せられて南アフリカに来た人びとが多数いた。しかしながら、南アフリカに移住した後に離別や
死別によりシングルマザーとなるコンゴ人女性も多く、複数の子どもを抱えたシングルマザー
のコンゴ人女性が経済的に最も脆弱な立場に置かれていた。彼女たちは、路上での古着や野菜の
販売、サロンや自宅での髪結いなどの零細自営業をしながら、週に 1～2 回、雇用主のもとで洗
濯・掃除・アイロンがけ・子守りのような家事労働の仕事をして日給や週給を得ていた。一部屋
を独身女性やシングルマザーとシェアして住むなど、住居費を切り詰めるための節約努力も見
られた。だが、聞き取り調査に協力してくれた女性の多くが家賃や教育費を滞納しており、自分
たちが生活できているのは「神のご加護による」もの以外の何物でもないとの意識が蔓延してい
た。コンゴ人の多くはキリスト教徒であり、教会が精神的な拠り所として重要な位置を占めてい
ることも観察された。 
 
（4）他方で、マラウイから南アフリカへの移民労働が開始されたのは 19 世紀末から 20 世紀初
頭の 1 世紀以上前に遡る。先行研究では、政府間協定に基づいて南アフリカの鉱山へと送り出さ
れた出稼ぎ労働者に焦点が当てられてきたが、マラウイ北部の移民送出し地域の村落で行った
聞き取り調査からは、現地の言葉でセルフと呼ばれる、協定の外で、個人でジンバブウェや南ア
フリカへ移動して行われる形態の出稼ぎ労働の方が歴史的に一貫して盛んに行われてきたこと
が明らかになった。そのなかには出稼ぎ先に定住し、マラウイには戻ることのなかった人びとも
一定数いた。マラウイから南アフリカへのセルフの移民労働は、1994 年に両国が民主化を迎え、
マラウイの輸送部門と外貨交換市場が自由化されたことで急増した。マラウイのブランタイア
やリロングウェとジンバブウェのハラレ、南アフリカのジョハネスバーグを結ぶ国際バスの操
業が始まり、マラウイ人は南アフリカの国境で 30 日間のビザを取得することが可能となった。
なかには、パスポートを持たずに南アフリカに非合法に入国して就労するマラウイ人もいるも
のの、北部出身者の多くは合法的に入国し、超過滞在になりながら就労し、送金を通じて出身村
に残る親族の生計を支えている。1 世紀以上に及ぶ南アフリカへの移民労働を通じて、北部の出
身村にいる元移民や将来的な移民とジョハネスバーグのマラウイ移民の間では、移民労働を支
えるネットワークが形成されており、このネットワークが移動に伴うリスクを減らし、移動先で
仕事を見つける上での社会資本として重要な役割を果たしている。 
 
（5）本研究実施中に新型コロナウイルス感染症のパンデミックが発生し、2 年間にわたり、調
査地への海外渡航ができなくなった。当初は渡航制限がいつまで続くかがまったく分からなか
ったため、オンラインでのインタビュー実施や調査補助員に委託してのインタビュー調査など、
コロナ禍以前とは異なる方法での研究の実施を試みることになった。コロナ感染の拡大を防ぐ
ために南アフリカ政府が導入した行動規制は、移民・難民の生計活動に重大な影響を及ぼしてい
た。とくに 2020 年 3 月末～5 月末までのハード・ロックダウンの時期には、必要不可欠とされ
る職種を除く全労働者に自宅待機が命じられ、外出が厳しく制限された。南アフリカ政府は食料
小包の配布や失業者への給付金の新設などの社会経済的支援策を導入したが、これらを受け取
ることのできた移民・難民は非常に限られていた。そんななか、コロナ禍 1 年目の 2020 年には
移民・難民を対象とする食料小包の配布が NGO や市民グループにより盛んに行われていた。だ
が、2021 年になるとこういった支援は著しく減少し、アフター・コロナの 2022 年の南アフリカ
では、外国人を標的とする市民による抗議行動や暴力行為が増加した。2023 年のフォローアッ
プ調査では、移民・難民がクリニックや病院を利用する際の困難や差別など、以前とは異なる形
態のゼノフォビアが観察された。2023年11月、南アフリカ政府は新しい国際移民白書を発表し、



国際難民条約からの脱退を含む難民保護体制の抜本的な見直しを提案するに至った。グローバ
ルサウスの盟主の一角であることを標榜する南アフリカが国際難民条約からの脱退により被る
であろう国際的なバックラッシュを考えれば、条約から脱退する可能性は低い。他方で、移民・
難民の社会的統合を積極的に図ろうとする政策が近い将来に導入される可能性もないに等しく、
コロナ禍を経て、移民・難民の南アフリカ社会への統合は以前よりも困難になっている。 
 
（6）南アフリカの状況が悪化するなかで、南部アフリカでは新しいモビリティが生まれ、同国
在住のアフリカ系移民・難民のなかには出身国への帰国を選択するものが出現した。ここには、
コロナ禍で職を失ったマラウイやジンバブウェなどの近隣諸国出身者のみならず、コンゴ民主
共和国出身の庇護申請者も含まれる。後者は、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）が提供して
いる帰国支援事業を通じて、コンゴに帰国する。マラウイ移民については、2023 年のフォロー
アップ調査で、すでに南アフリカに再び戻ってきた人びとがいることが確認されており、コロナ
禍での帰国が長い移民労働の歴史のなかの一時的なエピソードに過ぎなかった可能性が高い。
他方で、UNHCR の帰国支援事業でコンゴに帰国した人びとが南アフリカに戻るのは容易ではなく、
南アフリカからコンゴへの帰国が、どれほどの規模で、またどれほど持続的な傾向となるのかは
現時点では未知数である。南アフリカ在住コンゴ人の今後の人生設計については、子どものとき
に親と一緒に南アフリカに移住した、もしくは南アフリカで生まれた子どもが南アフリカで安
定した生活基盤を築けるかがひとつのポイントとなると考えられる。2023 年の調査では、庇護
申請者を親に持つ子どもが高校を卒業し、成人した後に在留資格を失うケースが複数確認され
た。難民の脆弱性が世代間で継承され、増幅することを示唆する事例として、今後も継続的な調
査が必要である。 
 
（7）最後に、本研究では、ジンバブウェとウガンダについては、南アフリカへの国際移動の歴
史的経緯や同国との関係性について十分に考察を深めることができなかったため、今後の課題
である。 
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